
徳島県Ｕ-８キッズ育成リーグ 競技規則_26（案） 

 

第１条 競技のフィールド 

① 表面：安全なもの。天然芝または人工芝で行う。 

② 大きさ：最大 25m×15m 

③フィールドのマーク等： 

ペナルティーエリア 

  設置しない。 

ペナルティーマーク 

  設置しない。 

ゴールエリア 

  設置しない。 

センターサークル 

  設置しない。（ハーフウェーライン設置） 

交代ゾーン ＝ ６ｍ 

（ハーフウェーラインの中央の仮想ラインから３m ずつ） 

※８人制サッカーに準じる。 

④ゴール：ミニゴール 

  

第２条 ボール 

４号球 

  

第３条 競技者 

① ４人の競技者が試合に出場する。（ＧＫは置かない。） 

② 試合に出場できる人数は 1６人以内とし、ベンチには最大１２人の交代要員が入ることが

できる。 

③ フィールドの競技者の交代の手続き 

(1)交代によって競技のフィールドから退く競技者は、交代ゾーンから競技のフィールドの外

に出る。 

(2)交代によって競技のフィールドに入る競技者は、交代ゾーンから競技のフィールドに入る。 

(3)交代は、ボールがインプレー中、アウトオブプレー中にかかわらず、行うことができる。 

(4)交代について、主審の承認を得る必要はない。 

④ 競技者が 3 人未満である場合試合を再開してはならない。 

⑤ 全ての選手が少なくとも１ピリオドを通して継続的に出場しなければならない。 

※１ピリオドを通して出場とは、当該ピリオドの開始から終了まで、継続して試合に出場し

ていることを意味する。交代で退いた競技者は、別の１ピリオドを通して出場しなければ

ならない。 



（各ピリオドの出場時間合計が５分以上であれば良いわけではない） 

 

第４条 競技者の用具 

①両チームは異なる服装（袖のあるシャツ、ショーツ、ソックス）を着用する。 

＊ 両チームのシャツの色彩が同じ場合、また、同色彩のシャツが揃わない場合、ビブスを着

用することができる。 

②両チームのゴールキーパーのシャツが同色で、両者が他のシャツと着替えることができない

場合、両チーム同色でもよい。 

③競技会規定に定めがあればシャツに背番号を付ける必要はない。 

④競技者は靴を履く必要があるが、その種類は問わない。（危険でないもの） 

⑤すね当てを着用すること。（怪我防止のため） 

⑥競技者の用具は、その競技者と相手競技者にとって安全なものでなければならず、試合開始

前、ベンチ入りするすべての競技者の用具は、審判員によって検査される。 

⑦眼鏡は、主審が安全であると判断したものは着用できる。 

 

第５条/第６条 主審/その他の審判員 

①２人制審判（フットサル形式） 

 

第７条 試合時間 

５分/４ピリオド制（ランニングタイムにより実施） 

ハーフタイムのインターバルは１P-２P（１分以内）、２P-3P（３分以内）、３P-4P（１分以内） 

タイムアウトはない。 

 

第８条 プレーの開始および再開 

キックオフはセンターマーク上から行う。 

キックオフしたボールが直接相手チームのゴールに入った場合、相手チームに任意のゴール 

ライン上からのキックが与えられる。 

ドリブルインでの開始、再開を認める。 

ドリブルインしたボールは他の競技者が触れていなければ得点が認められない。 

ハーフタイムでベンチは替えない。 

 

第 10条 試合結果の決定 

  得点 

ゴールポストの間とクロスバーの下でボールの全体がゴールラインを越えたとき、１得点と

なる。 

ただし、相手競技者のハーフ内からシュート（キックほか）されなければならない。自身の

ハーフ内からクリア（蹴られた）されたボールが直接ゴールに入った、または相手競技者に

当たる、跳ね返った（直接クリアしようと試みて失敗することを含む）ボールが直接ゴール



に入った場合は得点が認められず、相手チームのゴールキックで再開される。 

 

第 11条 オフサイド 

オフサイドはない 

 

第 12条 ファウルと不正行為 

競技者が退場を命じられた場合、その競技者のチームは競技のフィールドでプレーする競技 

者を補充することができる。（速やかに補充すること） 

決定的な得点の機会（DOGSO）を阻止したと主審が判断したとき、相手チームに得点を与 

え、競技者を警告する。 

 

第 13条 フリーキック 

相手競技者は、ボールがインプレーになるまでボールから４ｍ以上離れる。 

直接フリーキックは、ドリブルインでの再開を認める。 

間接フリーキックが行われるとき、ドリブルインは認められない。 

 

第 14条 ペナルティーキック 

ペナルティーキックはない。 

 

第 15条 キックイン 

相手競技者は、キックインが行われる場所のタッチライン上の地点から４ｍ以上離れる。 

  ドリブルインでの再開を認める。ドリブルインしたボールは他の競技者が触れていなければ 

得点が認められない。 

キックインされたボールが直接相手チームのゴールに入った場合、相手チームに任意のゴー

ルライン上からの再開が与えられる。 

 

第 16条 ゴールキック（ゴールクリアランス） 

任意の自陣ゴールライン上からのキックでプレーを再開させる。 

ドリブルインでの再開を認める。ドリブルインしたボールは他の競技者が触れていなければ 

得点が認められない。 

キックされたボールが直接相手チームのゴールに入った場合、相手チームに任意のゴールラ

イン上からの再開が与えられる。 

相手競技者は、ボールがインプレーになるまでボールから４ｍ以上離れる。 

 

第 17条 コーナーキック 

相手競技者は、ボールがインプレーになるまでコーナーエリアから４ｍ以上離れる。 

  ドリブルインでの再開を認める。 

 



 

（補足：ドリブルインからの得点）少年用フットサル競技規則に準じる 

 

フットサル競技規則（少年）では、 

・キックオフから直接得点が認められない。 

  よって、本規則もキックオフのドリブルインから直接得点が認められない。 

・直接フリーキックから直接得点が認められる。 

  よって、本規則も直接フリーキックのドリブルインから直接得点が認められる。 

・間接フリーキックから直接得点が認められない。 

  よって、本規則も間接フリーキックから直接得点が認められない。 

また、直接と間接を明確にするため、間接フリーキックのみドリブルイン禁止とする。 

・キックインから直接得点が認められない。 

  よって、本規則もキックインのドリブルインから直接得点が認められない。 

・クリアランス（ゴールキック）から直接得点が認められない。 

  よって、本規則もゴールキック（クリアランス）のドリブルインから直接得点が 

認められない。 

・コーナーキックから直接得点が認められる。 

  よって、本規則もコーナーキックのドリブルインから直接得点が認められる。 

 

 


